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平成24年「新入会員歓迎会」のご案内
第５回税制研修会のご案内
健康セミナーのご案内
講演会のご案内

平成24年　新春のつどい

委員会・部会・支部活動報告

都税についてのお知らせ

税務よくある相談（その53）

ガンバル若手経営者（その10）　
　新妻　徹さん　有限会社 ファーストデザイン　
リレーエッセイ（第82走者）
　木下美智子さん　ＮＰＯ現代座

ベテランの経営哲学（その10）
　狩野和太郎さん　株式会社 吾妻

まちかど情報局

会員企業のＰＲ
相談室

２月・３月の行事予定

● 今月の表紙
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ジブリ美術館へのバスの発着場として世界ブランドとなった
三鷹駅です。
雪の朝、ペデストリアンデッキの下でバスを待ちながら、
雪景色の玉川上水緑道にトトロを連想するのかもしれません。
バスは、緑道を御殿山通りから井の頭公園へ。人気のルー
トです。

写真　三鷹駅南口バスターミナル

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I

ほうじん

※この冊子を発行している法人会は下記のような方針で活動しています。

法人会は良き経営者を目指すものの団体として、
「会員の積極的な自己啓発を支援」し、「納税意識の
向上」と「地域社会の健全な発展」に貢献します。

＊法人会基本方針

http://www.musashinohojinkai.or.jp/
武蔵野法人会ホームページ

撮影 「武蔵野から」フォトプレス

今 月 の 副  会  長 の ひ と こ と
　昨年は、私達にとって大きな試練の年となりまし
た。多くの人達の命を失い、悲しみ、苦しみましたが、
一方では人と人との絆の大切さを肌身に感じた年で
もありました。円高・ユーロ安で迎えた今年ですが、
干支にちなみ壮大な龍のように天高く舞い上がるこ
とができるよう、一歩一歩着実に前進していきたい
と思います。　　　　　                    信 山  勝 由

MUSASHINO HOUJINKAI



お知らせ

の
皆さまへ

会員 平成２４年「新入会員歓迎会」のご案内
日　　時 平成２４年２月２７日（月）　
 第一部    歓　迎　会    午後５時３０分～７時３０分
 第二部    歓迎懇親会    午後７時３０分～９時００分

場　　所 吉祥寺東急イン
 （武蔵野市吉祥寺南町１－６－３　TEL：０４２２－４７－０１０９）

対 象 者:平成２３年2月～平成２４年2月に新たに法人会に入会された会員
●お申し込み
新入会員の方に別送されている案内状に同封の参加申込書に必要事項をご記入の上、（公社）武蔵
野法人会事務局までお申し込み下さい。

の
皆さまへ
地域
と会員

税制委員会主催
第5回税制研修会のご案内 
演　　題： 「確定申告の留意点と
　　　    税制改正のゆくえ」
講　　師： 横 尾  政 明 氏
 税理士（税理士法人東京さくら会計事務所）

日　　時： 2月15日（水）午後４時～５時30分
参  加  費： 無　料

申し込み締切：2月13日（月）

厚生委員会主催
健康セミナーのご案内
演　　題： 「生活習慣病が予防できる
　　　    　暮らし方のポイント」
講　　師： 木 村  峰 子 氏
 保健師
　　　　　医療法人財団滋生会野村病院予防医学センター

日　　時： 2月23日（木）午後3時～4時40分
定　　員： 100名
受　講　料： 無　料

各委員会主催行事のお知らせ　

会場はいずれも武蔵野法人会館　武蔵野市中町２－１１－１３三鷹ビル3階　
お申し込みは下記まで

事業研修委員会主催
講演会のご案内
演　　題：「日中友好の秘話」
講　　師：日比谷松本桜  社長　小 坂  哲 瑯 氏
日　　時：3月7日（水）午後3時～5時
参　加　費：無　料

申し込み締切：2月22日（水）

● お申し込み先 ●
　税制研修会、健康セミナー、講演会に
参加ご希望の方は氏名・法人名・所属
支部名・部会名・連絡先電話番号をお書きの
うえ、公益社団法人武蔵野法人会事務局
まで、 ＦＡＸでお申し込みください。

ＴＥＬ：０４２２－５１－１４４１
ＦＡＸ：０４２２－５５－５５４４



講演会場

第一部閉会挨拶　中野副会長

鏡開き　
会長挨拶　竹内会長

開会宣言　高橋副会長

　

公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
初
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
は

定
刻
の
午
後
４
時
、
前
進
座
女
優
の
横
澤
寛
美
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
、
高
橋
勇
副
会
長
が
開
会
宣
言
し
た
。

　

第
一
部
は
新
し
い
試
み
と
し
て
講
演
会
を
開
催
。
講
師

に
は
地
元
三
鷹
の
経
営
者
、
三
鷹
光
器
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
中
村
勝
重
氏
を
お
迎
え
し
、「
も
の
づ
く
り

新
産
業
革
命
へ
の
限
り
な
き
挑
戦
」
と
題
し
て
約
１
時
間
、

200
人
が
耳
を
傾
け
た
。

　

中
野
信
一
副
会
長
の
挨
拶
で
第
一
部
は
閉
会
。
第
二
部
の

賀
詞
交
歓
会
は
、
天
平
の
間
に
会
場
を
移
し
て
５
時
半
よ

り
竹
内
政
司
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　

武
蔵
野
税
務
署
の
松
林
優
蔵
署
長
、
清
原
慶
子
三
鷹
市

長
、
稲
葉
孝
彦
小
金
井
市
長
の
祝
辞
に
続
い
て
来
賓
紹
介
。

鏡
開
き
は
福
島
県
の
清
酒
「
奥
の
松
」
の
２
樽
に
、
被
災

地
の
復
興
を
願
っ
て
木
槌
を
振
る
い
、
乾
杯
の
ご
発
声
は

武
蔵
野
税
務
署
の
小
山
隆
司
副
署
長
よ
り
い
た
だ
い
た
。

　

歓
談
の
輪
が
広
が
る
中
、前
進
座
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
「
三
人
吉
三
春
絆
目
」
の
後
、
岩
重
十
四
三
氏
の
指
揮

に
よ
り
全
員
で
「
故
郷
」
を
合
唱
。
中
締
め
は
信
山
勝
由

副
会
長
の
一
本
締
め
で
、
平
成
24
年
新
春
の
つ
ど
い
は
無

事
終
了
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
御
用
達
の『
町
工
場
』

社
長
が
語
る「
も
の
づ
く
り
」

新
し
い
試
み
、講
演
会
を
開
催

新
春
の
つ
ど
い
２
０
１
２
年
1
月
13
日（
金
）

吉
祥
寺
第一ホ
テ
ル

さ
ん
に
ん
き
ち
さ
は
る
の
む
す
び
め

MUSASHINO HOUJINKAI
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司会　前進座　横澤さん

宴たけなわ

劇団前進座「三人吉三春絆目」全員合唱　「故郷」

来賓祝辞　稲葉小金井市長来賓祝辞　清原三鷹市長　来賓祝辞　松林武蔵野税務署長

乾杯　小山武蔵野税務署副署長

中締め　信山副会長

　

三
鷹
光
器
㈱
は

１
９
６
６
年
創
立

後
の
35
年
間
で
182

件
も
の
ロ
ケ
ッ
ト

実
験
、
そ
の
後
も

16
回
の
科
学
衛
星

事
業
に
参
加
し
、

１
９
８
３
年
に
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
特
殊

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
天
文
機

器
か
ら
開
発
中
の
太
陽
熱
集
光
装
置
（
ヘ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
）
ま
で
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
開
発
製
品
や
資
料
を
映
し
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は
、
も
の
づ
く
り
の
発
想
の
原
点
は
、
子
ど
も
時
代
に
駆

け
回
っ
た
三
鷹
市
の
原
風
景
で
あ
る
と
し
て
、
手
描
き
イ
ラ
ス
ト
を

示
し
ま
し
た
。
自
身
は
パ
ソ
コ
ン
も
ケ
ー
タ
イ
も
使
わ
ず
、
も
の
づ
く

り
を
語
る
社
長
と
し
て
社
内
メ
ー
ル
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
禁
止
に
し
た
い
と
も

話
し
、
会
場
に
ど
よ
め
き
が
起
き
ま
し
た
。

　

数
々
の
研
究
開
発
に
尽
力
し
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」の
原
点
は

二
つ
あ
り
、「
ま
ず
見
る
こ
と
。
さ
ら
に
見
る
こ
と
」。
教
わ
る
の
で
は

な
く
、
失
敗
を
重
ね
て
苦
し
み
な
が
ら
技
術
は
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
は
現
場
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
手
術
用
顕
微
鏡
は

医
師
が
手
元
を
見
や
す
い
よ
う
に
縦
の
レ
ン
ズ
を
横
に
発
想
を
転
換

す
る
な
ど
、
経
営
者
は
現
場
を
見
て
、「
な
ぜ
失
敗
し
た
か
」
を
探

り
、
違
う
方
向
か
ら「
手
で
考
え
よ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
脳
神
経
外
科
用
の
顕
微
鏡
の
開
発
は
、
極
め
て
細
い
血
管
の

縫
合
が
可
能
に
な
り
延
命
の
可
能
性
も
上
が
り
、
世
界
の
外
科
手
術

が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
ほ
ど
画
期
的
な
技
術
と
い
い
ま
す
。
三
鷹

光
器
は
、
便
利
さ
よ
り
も
世
の
中
に
必
要
な
も
の
、
価
値
あ
る
も
の

を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

　

最
後
に
中
村
氏
は
、
将
来
的
に
太
陽
光
・
風
力
・
水
力
・
地
熱

そ
れ
ぞ
れ
を
活
用
し
た
地
域
分
散
型
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
目

標
に
し
た
い
と
述
べ
、
理
想
郷
の
直
筆
イ
ラ
ス
ト
を
映
し
て
講
演
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
新
産
業
革
命
へ
の

　
　
　
　

限
り
な
き
挑
戦
」

　「ものづくり」の原点は「見ること  さらに見ること」

三鷹光器株式会社
代表取締役社長 中 村   勝 重 氏

演題

講師

第
一
部　
　

新
春
講
演
会

ほうじん むさしの05
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委
員
会
・
部
会
・
支
部

2012
月11～1

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

全
員
参
加
の

支
部
運
営
を
目
指
し
て

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
実
際
を
学
ぶ

研
修
会

◎ 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

研
修
会

　

世
界
の
人
と
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
８
億
人

以
上
の
利
用
者
が
い
る
と
い
わ
れ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。

　

12
月
20
日
（
火
）の
研
修
会
で
は
鈴
政
文
山
氏
を
講
師
に

迎
え
、
実
際
の
ペ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
、
作
成
方
法
な
ど
を
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

30
人
の
参
加
者
に
よ
る
活
発
な
質
疑
応
答
も
あ
り
、
終

了
後
は
忘
年
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

小
渕
隆
雄
）

　

12
月
１
日（
木
）東
急
イ
ン
に
て
、
竹
内
会
長
を
お
迎
え
し

て
、
支
部
活
動
の
基
本
方
針
で
あ
る「
地
域
に
密
着
し
た
全

員
参
加
の
支
部
運
営
及
び
活
動
」を
元
に
、
各
役
員
が
活
動

内
容
を
発
表
。
地
区
長
制
の
導
入
や
地
区
長
会
議
の
開
催

等
々
を
報
告
し
ま
し
た
。
南
支
部
で
は
会
員
同
士
が
意
識
を

共
有
し
て
活
動
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

第
二
部
で
は
、
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
を
囲
ん
で
、
和
気

あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。（
広
報
委
員　
高
橋
亜
紀
）

詳
細
は
H
P
へ

　

さ
る
１１
月
２６
日
（
土
）「
第
９
回　

名
勝
小

金
井
桜
落
ち
葉
回
収
大
作
戦
」が
、
小
金
井

地
区
の
玉
川
上
水
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
中
学
生
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
体
で

約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
９０
リ
ッ
ト
ル
袋
で

約
３
３
０
袋
の
落
葉
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
回
収
し
た
落
葉
は
今
年
度
か
ら
、

小
金
井
市
か
ら
桜
の
会
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
桜
苗
畑
で
堆
肥
と
し
て
桜
苗
の
育
成
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
予
定
で
す
。

　

当
会
か
ら
は
、
小
金
井
地
区
の
支
部
役
員

や
、
社
会
貢
献
委
員
の
方
々
な
ど
18
人
が
全

員
そ
ろ
い
の
青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。

　　

藤　

橋　

清　

治　
　

河　

村　
　
　

清

　

小　

渕　

昌　

夫　
　

狩　

野　

和
太
郎

　

岩　

重　

十
四
三　
　

熊　

本　

誠　

司

　

山　

本　

将　

尋　
　

田　

中　

義　

夫

　

橋　

田　

英　

彦　
　

鈴　

木　
　
　

茂

　

是　

枝　

嗣　

人　
　

小　

川　

和　

男

　

石　

原　

孝　

治　
　

鴨　

下　
　
　

勉

　

中　

根　

眞
由
美　
　

小　

川　

広　

美

　

黒　

宮　

昭　

夫　
　

平　

田　

淳　

一

　

（
社
会
貢
献
委
員
長　

藤
橋
清
治
）
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◎ 

社
会
貢
献
委
員
会

落
ち
葉
回
収
に
約
２
５
０
人
が
参
加

落
ち
葉
回
収
大
作
戦



◎ 

女
性
部
会

新
年
の
幸
運
に
願
い
を
込
め
て

忘
年
研
修
会

　

12
月
９
日
（
金
）、
松
林
武
蔵
野
税
務
署

長
、
前
進
座
女
優
妻
倉
様
を
講
師
に
招
き
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
東
日
本
大

震
災
で
大
変
な
１
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

23
年
の
締
め
く
く
り
を
有
意
義
な
税
金
の
勉

強
会
、
舞
台
女
優
の
妻
倉
様
の
朗
読
と
楽
し

い
お
話
で
、
新
年
が
幸
運
に
な
る
よ
う
願
い
ま

し
た
。

　

身
近
に
税
務
署
長
に
質
問
が
で
き
た
り
、
現

役
の
女
優
さ
ん
と
交
流
で
き
た
り
、
女
性
部
会

に
加
入
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま

す
。
24
年
も
部
会
員
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

ま
た
女
性
部
会
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ー
ん
、
待
っ
て
ま
す
。

（
広
報
委
員　

伊
藤
さ
と
み
）

◎ 

武
蔵
野
西
支
部

「
し
あ
わ
せ
」と
は

「
空
の
こ
こ
ろ
」な
り

忘
年
研
修
会

　

12
月
2
日（
金
）
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
て
、

大
谷
徹
奘
氏
を
お
招
き
し
て「
し
あ
わ
せ
の
条
件
」と

題
し
て
法
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

西
支
部
会
員
は
も
ち
ろ
ん
他
支
部
や一
般
の
方
々
の

参
加
も
あ
り
、
会
場
は
超
満
員
で
し
た
。

　

大
谷
氏
は
笑
顔
で
ク
イ
ズ
も
交
え
、
聴
衆
参
加
型
の

講
演
に
会
場
は一体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

宍
戸
美
恵
子
）

詳
細
は
H
P
へ

◎ 

三
鷹
２
支
部
合
同

全
て
の
生
命
が
潔
く
健
や
か
に

生
き
続
け
る
た
め
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
上
映
会

　
１
月
20
日（
金
）17
時
30
分
よ
り
、
三
鷹
市
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
星
の
ホ
ー
ル
に
て
、「
地
球
交
響
曲
（
第
七

番
）」上
映
会
を
開
催
。
初
雪
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

映
画
は
「
全
て
の
生
命
が
潔
く
健
や
か
に
生
き
続
け

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
た
非
常
に
感
慨
深

い
も
の
で
し
た
。

　

尚
、
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
法
人
会
「
ワ
ン
コ
イ
ン

募
金
運
動
」（
東
日
本
大
震
災 

被
災
者
支
援
）
で
は
、

４
２
、５
０
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長　

小
山
雅
巳
）

詳
細
は
H
P
へ
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都税についてのお知らせ
東日本大震災に係る義援金を支払った方へ

  

▶国税庁ホームページ　

▶主税局ホームページ

http://www.nta.go.jp/

http://www.tax.metro.tokyo.jp/

個人の方が、日本赤十字社や中央共同募金会等を通じて、東日本大震災に係る義援金を支払っ

た場合、個人住民税の税額控除を受けることができます。

個人住民税の税額控除を受けるには、所得税の確定申告が必要です。

国税庁ホームページに掲載されている「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、税務署に

出向くことなく確定申告書を作成することができます。

なお、確定申告や所得税の寄附金控除等に関する情報は、国税庁ホームページをご覧ください。

また、個人都民税の税額控除に関する情報は、主税局ホームページをご覧ください。

確定申告

東京都主税局

検  索

検  索

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

『
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
』事
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意

研
修
会

　

1
月
20
日
（
金
）に
、
法
人
会
館
大
会
議

室
に
て
、
吉
祥
寺
南
支
部
会
員
で
も
あ
る

オ
フ
ィ
ス
カ
ワ
ム
ラ
の
河
村
都
様
を
講
師
に
お

招
き
し
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
に
つ
い

て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

河
村
様
は
一
般
企
業
で
24
年
間
に
わ
た
り
、

ク
レ
ー
ム
処
理
の
部
署
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
社
内
で
新
入
社
員
を
含
め

「
大
人
を
育
て
る
」こ
と
に
も
精
通
さ
れ
、
い
か

に
社
会
人
と
し
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
行
く
べ
き
か
を
1
時
間
に
渡
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
心
」と「
言
葉
」と「
表
情
（
笑
顔
）」が

備
わ
っ
て
は
じ
め
て
他
者
と
の
良
い
関
係
が
築

け
る
、
ま
た
は
良
好
な
意
思
の
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル

が
出
来
る
、
と
い
っ
た
お
話
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

研
修
会
の
冒
頭
に
は
全
員
で
、
先
生
か
ら

出
さ
れ
る
一
つ
ひ
と
つ
の
名
称
の
絵
を
描
き
、

一
人
ひ
と
り
の
解
釈
に
は
違
い
が
生
じ
て
し
ま

う
こ
と
を
各
人
が
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
あ
っ
と
い
う
間
の
充
実
し
た
講

義
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

新
妻　

徹
）
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

税理士がお答えします

そ
の
53

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q　
今
月
の
お
悩
み

平
成
23
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
参
り

ま
し
た
。
確
定
申
告
で
税
金
が
還
付
と
な
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
回
答
：
税
理
士

　

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
は
な
く
て
も
、
給
与
・
報
酬

の
源
泉
徴
収
税
額
や
予
定
納
税
額
な
ど
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
納
め
過
ぎ
に
な
って
い
る
税
額
の
還
付
を
受
け
る

た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

還
付
中
告
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
年
の
翌
年
１
月
１
日
か
ら
５

年
間
で
す
。

　

な
お
、
前
年
に
確
定
申
告
を
し
て
納
め
た
税
額
が
、
誤
っ
て
過

大
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
還
付
中
告
で
は
な
く
、「
更
正
の
申
出
」

と
い
う
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

　

更
正
の
申
出
が
で
き
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
確
定
申
告
書
の

提
出
期
限
か
ら
５
年
以
内
で
す
。（
た
だ
し
、
平
成
22
年
分
以
前

の
確
定
申
告
に
つい
て
は
３
年
以
内
と
な
り
ま
す
。）

１
．
還
付
申
告
の
具
体
例

　

給
与
所
得
者
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
還
付
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①　

年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
ず
に
源
泉
徴
収

税
額
が
納
め
過
ぎ
と
な
って
い
る
と
き

②　
一
定
の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
な
ど
を
し
て
、
住
宅
ロ
ー

ン
が
あ
る
と
き

③　
一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
支
出
し
た
と
き

④　

特
定
の
寄
附
を
し
た
と
き

⑤　

配
当
所
得
が
あ
り
、
配
当
控
除
を
受
け
る
と
き

⑥　

災
害
や
盗
難
な
ど
で
資
産
に
損
害
を
受
け
た
と
き

⑦　

特
定
支
出
控
除
の
適
用
を
受
け
る
と
き

２
．
還
付
申
告
が
で
き
な
い
場
合
の
具
体
例

　

次
の
所
得
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つい
て
は
源

泉
分
離
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
に
よ
り
還
付
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①　

銀
行
預
金
な
ど
の
利
子
所
得
や
投
資
信
託
の
収
益
の
分
配
等

で一定
の
も
の

②　

特
定
の
金
融
類
似
商
品
か
ら
生
ず
る
所
得

③　

特
定
の
割
引
債
の
償
還
差
益

④　

懸
賞
金
付
預
貯
金
等
の
懸
賞
金
等

３
．
雑
損
控
除

　

自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族

で
総
所
得
金
額
等
が
３８
万
円
以
下
の
者
の
有
す
る
資
産
に
つ
い
て

災
害
・
盗
難
・
横
領
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
所
得
か

ら
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
控
除
で
き
ま
す
。

①　
﹇
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
損
失
の
金
額
（
災
害
関
連
支
出

の
金
額
を
含
む
）―

受
取
保
険
金
・
損
害
賠
償
金
等
﹈―

損
失

が
生
じ
た
年
分
の
総
所
得
金
額
等×

１０
％ 

②　

災
害
関
連
支
出
の
額―

５
万
円

※

損
失
の
金
額
は
、
損
失
が
生
じ
た
と
き
の
損
失
を
受
け
た
資
産

の
時
価
を
基
準
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
災
害
関
連
支
出
の
金

額
と
は
、
災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
な
ど
を
取
壊
し

又
は
除
去
す
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
な
ど
で
す
。

４
．
医
療
費
控
除

⑴　

控
除
対
象
者

　

本
人
に
限
ら
ず
、
医
療
費
を
支
払
っ
た
時
の
現
況
に
お
い
て
、

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
ま
で
含
ま
れ
ま
す
。

⑵　

控
除
金
額

　

医
療
費
控
除
は
、
所
得
金
額
の
５
％
か
10
万
円
の
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
を
超
え
る
部
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
控
除
額
の
上
限
は
２
０
０
万
円
と
な
って
い
ま
す
。

⑶　

控
除
対
象
と
な
る
医
療
費
の
範
囲

　

主
な
も
の
を
次
表
に
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

⑷　

そ
の
他
の
注
意
点

　

医
療
費
と
は
、
そ
の
年
中
に
現
実
に
支
払
っ
た
医
療
費
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
医
療
費
に
消
費
税
等
の
額
が
含
ま
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
消
費
税
等
の
額
を
含
め
た
支
払
額
が
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
契
約
で
支
給
さ
れ
る
入
院
給
付
金
や
高
額
療
養
費

な
ど
は
当
該
医
療
費
か
ら
控
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◀
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費
、
な
ら
な
い
医
療
費
の
例

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

治療・検査歯科出産医療品通院・入院

○　

医
師
に
支
払
っ
た
診
療
費
、
治
療
費

○　

医
師
の
往
診
費
用

○　

治
療
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、

お
き
ゅ
う
、
柔
道
整
復
の
費
用

○　

異
常
が
み
つ
か
り
、
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
人
間
ド
ッ
ク

の
費
用

×

　

医
師
等
に
支
払
う
謝
礼
金

×

　
ホ
ク
口
を
と
る
な
ど
の
美
容
整
形
費
用

×

　

成
人
病
の
定
期
検
診
、人
間
ド
ッ
ク
の

費
用（
異
常
な
し
の
場
合
）

×

　

食
事
療
法
の
た
め
の
食
品
の
購
入
代

×

　

診
断
書
の
作
成
料

×

　

脱
毛
費
用

○　

虫
歯
の
治
療
費
、
金
歯
、
義
歯
の
費

用

○　

治
療
と
し
て
の
歯
列
矯
正

×

　

歯
石
除
去
の
た
め
の
費
用

×

　

美
容
の
た
め
の
歯
列
矯
正

○　

妊
娠
中
の
定
期
検
診
費
用

○　

出
産
費
用

○　

助
産
師
に
よ
る
分
娩
介
助
料

×

　

無
痛
分
娩
講
座
の
受
講
費
用

○　

医
師
の
処
方
せ
ん
に
よ
り
薬
局
で
購

入
し
た
医
薬
品

○　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
に
、
医

者
に
行
か
ず
、
薬
局
で
購
入
し
た
医

薬
品

×

　

疲
労
回
復
、健
康
増
進
、病
気
予
防
な

ど
の
た
め
に
購
入
し
た
医
薬
品（
ビ

タ
ミ
ン
剤
な
ど
） 

×

　

薬
局・薬
店
で
買
っ
た
体
温
計 

×

　

通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
ガ
ソ
リ

ン
代

×

　

出
産
の
た
め
に
実
家
に
帰
る
交
通
費

×

　

自
己
の
都
合
で
希
望
す
る
特
別
室
の

差
額
ベッ
ド
料
金
な
ど

○　

通
院
や
入
院
の
た
め
の
交
通
費

○　

電
車
や
バ
ス
で
の
移
動
が
困
難
な
た

め
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
代

○　

保
健
師
や
付
添
人
な
ど
の
療
養
上
の

世
話
を
受
け
る
た
め
に
支
払
っ
た
費

用
（
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除
く
）
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演
劇
を
通
し
て

　
「
心
の
場
」を

　
　

   

つ
く
り
た
い

ガンバル若手経営者

エッ
セ
イ

木
下　

美
智
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座　（

小
金
井
北
支
部
）

第82走者

クリエーターは経験を積むことで
コクと深みが増す
「まずはデザインありき」の心意気で勝負したい

その10

私たちはそのお手伝いをするのです。
　クリエーターは、年齢や経験を重ねることで仕事にもコ
クと深みが増すと思います。若いときは勢いでとんがった
デザインに走りがちですが、ご着用者の７～８割の需要
に応えるには生活感覚も含めて経験がものをいいます。
　社名に込めたデザインへの心意気
　ファーストデザインという社名には、独立時の「まずは
デザインありき」という心意気と、小規模ながらファース
ト・プライオリティ（優先順位の高い会社）という意味を
込めています。キャッチ・フレーズの、「ＴＡＳＴＥＦＵＬ　
ＰＵＲＯＤＵＣＴＩＯＮ」はお客様の満足いく商品を提供い
たします、というものです。
　かつて晴海や幕張メッセなどで開催されたイベントコン
パニオンのコスチュームは、華美で衣装的なオリジナル
製品でしたが、今や時代はエコ。普通の洋服に近いも
のが増え、時代のニーズにも応えています。
　いわゆる職人技である業務用デザインの需要は多い
のですが、今後のチャレンジとしては、地元武蔵野の学
生服業界など新分野への参入も視野に入れていきたい
と考えています。

有限会社　ファーストデザイン

吉祥寺南町２－13－４－304

吉祥寺南支部

　デザインコンペで勝ち残りを賭ける
　制服のオリジナルデザイン、各種展示会などイベントコ
スチュームのデザイン、コスチュームレンタル、ＧｉｖｅＡｗａｙ
（ギブアウェー）と呼ばれる販促商品の企画・製造・販
売を手がけています。大学卒業後にアパレルメーカーを
経て独立して17年になります。
　化粧品会社の美容部員や大手スーパーマーケットなど
の制服は、数年ごとにリニューアルされており、広告代
理店やデパート、メーカーなどによってその都度デザイン
コンペ（競合）が開かれます。年に数十回参加して生
地・素材・色・デザインなど、３案ほど提案してプレゼ
ンテーションを行いますが、勝ち残りを賭けて闘うのはな
かなか大変です。
　要求プラスアルファの提案が必要
　勝ち残っていくためには、クライアントからの要望を深く
理解して、要求プラスアルファの提案が必要です。デザ
インとは、絵を描くことだけではなく、コスト・縫製・品
質・機能性をトータルで提案することです。デザイン性
に付加価値をプラス、クオリティーの高い仕事を目指した
いと思っています。
　以前の制服コンペで、従業員による人気投票で選ば
れた時はうれしかったですね。ユニフォームとともに気分
も一新、従業員のモチベーションも効率も上がります。

新妻　　徹さん（48歳）

　

私
は
小
金
井
市
で「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
現
代
座
」と
い
う
演

劇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
演
劇
を
通
し
て
、

人
々
が
集
い
、
心
を
共
鳴
さ
せ
て
元
気
に
な
る
よ
う

地
域
の
心
を
つ
な
ぐ

演
劇
活
動

http://www.first-design.co.jp/

『遠い空の下の故郷～ハンセン病療養所に生きて～』の舞台より
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人生は
何ごとも勉強の場である

ベテランの経営哲学

子どもたちに木のよさを知ってもらいたい

その10

　昭和30年代の初めは徒弟制度がなくなるかどうかとい
う過渡期で、休みは月に２日だけ。朝はぬかで床を磨き、
真夜中の歌舞伎町に建具の取り付けに行くことも。でも、
絶対に独立して自分の店を持ってやる、その一心でどん
な辛いことにも耐えられました。創業から45年、人にも
恵まれ、何よりもこの仕事を続けられたことに感謝してい
ます。人生どんなことでも勉強だと思います。

　子どもたちに木に触れる機会を
　バブル崩壊後は利益重視で人間関係もぎくしゃくして、
物は安ければいいという価値観が通っていましたが、こ
のところ盛んに「絆」がうたわれて、人の流れは少し昔
に戻りつつあるようです。
　でも今のうちに、次世代に伝えておかなくては消えてし
まう大切なことがたくさんあります。ものづくりの基本となる
カンナやのこぎりなどの道具の直し方や、目と目を合わせ
てきちんと挨拶すること、そして何より体験すること。商
工まつりや工務店のイベントなどで、間伐材を利用した
「マイ箸づくり」コーナーを設けるなど、木に触れるよう仕
掛けています。利益は少なくても、子どもたちに木のよさ
を知ってもらうことが私の使命だと思っています。

　20年前から環境問題に取り組む
　木製建具や注文家具製造取り付けなど、建築全般・
施工設計を行う会社ですが、一昨年、息子に社長を譲
り建具施工部門を任せて、私は環境事業部門を担当し
ています。世の中はエコが叫ばれていますが、健康的
な住宅環境を目指して２０年以上前から環境にやさしい
新素材の共同開発や施工に力を入れています。
　例えば炭素材を壁材下地に利用して消臭・吸湿・抗
菌作用の高い商品や、ホタテの貝殻を再利用した天然
内装材、通常の窓の内側に簡単に取り付けられるエコ２
重ガラスなど。このガラスは「どこでもペア」というネーミン
グでＮＨＫの番組でも取り上げられるなど、需要も評価も
高いのです。当社は時代を先行していたのでしょうが、
これからの環境問題はみんなで取り組むことが大切だと
思います。

　絶対に自分の店を持つという一心で
　１９４０（昭和15）年の辰年生まれです。父親がとび
職だったので大工を目指して訓練校に入り、もっと技術を
身につけたくて群馬県から上京、十二社（今の西新宿
あたり）にある建具屋の親方のもとで修業しました。当時
まだ、広大な十二社池があった頃です。

小金井南支部

小金井市東町５－21－19

株式会社　吾妻
狩野　和太郎さん（72歳）

じゅう  に  そう

な「
心
の
場
」を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
座
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ
た
の
は
10
年
前
で

す
が
、
も
と
も
と
１
９
６
５
年
の
創
立
以
来
、
全
国

的
に
地
域
の
人
々
と
協
力
し
、
地
域
の
心
を
つ
な
ぐ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
演
劇
活
動
を
す
す
め
て
き
た
劇
団
で
す
。

　

一
昨
年
、
地
域
の
人
か
ら「
江
戸
時
代
に
小
金
井

の
基
礎
を
築
い
た
川
崎
平
右
衛
門
を
芝
居
に
し
て
、

町
お
こ
し
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
、

い
っ
し
ょ
に「
川
崎
平
右
衛
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

つ
く
り
、
勉
強
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

実
は
三
百
年
前
、
東
日
本
大
地
震
と
同
規
模
の
宝

永
の
大
地
震
が
起
こ
り
、
富
士
山
も
噴
火
し
、
食
料

危
機
が
続
い
た
こ
と
か
ら
幕
府
に
よ
る
武
蔵
野
新
田

開
発
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

お
役
人
が
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
の

事
業
を
成
功
さ
せ
た
の
は
、
地
域
の
名
主
だ
っ
た
平

右
衛
門
と
い
う
人
物
で
し
た
。
彼
は
幕
府
の
救
済
に

頼
る
だ
け
で
な
く
、
村
人
同
士
が
協
力
し
て
、
自
立

し
た
村
を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
に
し
ま
し
た
。

　

男
も
女
も
年
寄
り
も
、
子
ど
も
や
子
守
に
も
労
賃

を
分
配
し
、
力
を
合
わ
せ
て
井
戸
や
治
水
設
備
を
造

り
ま
し
た
。
そ
し
て
美
し
い
村
に
し
た
い
と
桜
を
植

え
た
の
も
平
右
衛
門
で
し
た
。

　

先
行
き
不
安
な
時
代
を
生
き
た
人
々
の
村
づ
く
り

の
話
に
は
、
心
打
た
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
何
と
か
朗
読
劇
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に

笑
っ
た
り
泣
い
た
り
し
て
、
わ
れ
を
忘
れ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

（
次
は
小
金
井
南
支
部
の
橋
本
康
正
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
）

小
金
井
の
村
づ
く
り
を

朗
読
劇
に
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撮影 梅田麻衣子

【日　時】 2012年3月２日（金）
 １６：３０受付開始　１７：００開演（１８：３０閉会予定）
【会　場】 武蔵野公会堂
 （武蔵野市吉祥寺南町１－６－２２　ＪＲ中央線　吉祥寺駅南口から徒歩２分）
【入場料】 無料（要申し込み、先着３００名様）
 ※お子様は３歳以上とさせていただきます。

●復興チャリティーコンサート
　親子で楽しむディズニーサウンドの夕べ
　公益社団法人　武蔵野法人会　社会貢献委員会・女性部会・青年部会主催　

【日　時】 2012年 3月3日（土）～9月12日（水）９：３０～１７：００
【会　場】 三鷹市山本有三記念館（三鷹市下連雀２－１２－２７）
【休館日】月曜日
 （月曜日が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌々日が休館）
【入場料】 
　一般300円
　団体200円（20名以上）
＊中学生以下、障害者手
帳をご持参の方とその介
助をする方、高校生以下
の校外学習と引率教諭
は無料。

【日　時】 2012年 3月24日（土）　13：30開場 14：00開演
【会　場】 三鷹産業プラザ7階会議室
【講　師】池内 紀（ドイツ文学者、エッセイスト）
【定　員】 70名　参加費無料
【申込方法】往復はがきに住所、氏名、電話番号、人数、返信用
はがきにも宛先（住所・氏名）をご記入の上
　〒181-0013 三鷹市下連雀2-12-27　
　三鷹市山本有三記念館「講演会係」までお送りください。

●関連講演会 「山本有三の光と影」

●心に太陽を持て～今、胸に響く有三の言葉（仮）

【応募締切】
　3/9（金）
　＊当日消印有効
【問い合わせ】
　三鷹市山本有三記念館
　ＴＥＬ：０４２２－４２－６２３３

３・１１私たちはこの日を忘れない！

【申し込み】氏名・住所・電話番号・参加人数（大人・子ども各人数）を明記のうえ
　ＦＡＸにてお申し込みください。
　（公社）武蔵野法人会事務局　ＦＡＸ：０４２２－５５－５５４４
【締め切り】２月１５日（金）（定員になり次第、締め切らせていただきます。）
【問い合わせ】（公社）武蔵野法人会事務局　ＴＥＬ：０４２２－５１－１４４１（代）

＊はがき1枚につき2名様までお申込み可。お1人様1通限り。応募多数の場合は抽選となります。

三鷹市  山本有三記念館企画展

池　内　　紀　氏

三

＊Mitaka

三鷹
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【日　時】 2012年3月１７日（土）・１８（日）
 １４：００開演
【会　場】 武蔵野芸術劇場
 （武蔵野市中町１－１５－１０
 ＪＲ中央線三鷹駅北口徒歩１分）
【チケット】 全席指定、椅子席・ベンチ席共通
 アルテ友の会  4,000円
　　　　　  　一　般  4,500円
【申し込み・問い合わせ】 （財）武蔵野文化事業団　ＴＥＬ：０４２２－５４－２０１１

【日　時】 ２０１２年4月6日（金）～８（日）　10：0０～１9：00
【会　場】 都立小金井公園　江戸東京たてもの園前広場
 ＪＲ中央線　武蔵小金井駅からバス５分「小金井公園西口」下車すぐ
 車での来場はご遠慮ください。
【主　催】 小金井市観光協会
【問い合わせ】小金井市観光協会（市経済課内）ＴＥＬ：０４２－３８７－９８３１
※ゴミの持ち帰り、マイ箸・マイ食器にご協力ください。

    370年の伝統を誇る糸あやつり人形劇
●結城座による新作公演『真夏の夜の夢』●第58回

　小金井桜まつり

●環境配慮型住宅雨デモ風デモハウス
小金井発

●「花と緑の広場」をご存知ですか？
三鷹市牟礼にある「花と緑の広場」は花畑や芝生広場など、広大な敷地の公園です。「市民の皆さんと協働でつくっていく」をコンセ
プトに、年間を通して会員の方々や福祉団体の方々によるメンテナンスや、どなたでも参加できる種まきイベント等を行っています。あ
なたも緑豊かなまちづくりに参加してみませんか？　
　【問い合わせ・申し込み】 〒１８１－０００４　三鷹市新川６－３７－５　三鷹市暫定管理地事務所棟１階
 特定非営利活動法人　花と緑のまち三鷹創造協会
 ＴＥＬ：０４２２－４５－８３５１　ＦＡＸ：０４２２－４５－８３５０　ホームページ　http://hanakyokai.or.jp/

【参加費】 無　料
【定　員】 各回２０名程度（要申し込み）
【主　催】 環境配慮型ライフスタイル推進協議会
※「東京都新しい公共支援事業」を活用して実施
【問い合わせ・申し込み】 雨デモ風デモハウス
ＴＥＬ：０４２－３８５－３１９１
Ｅ-mail:info@amekaze.jp

雨風ゼミ
身近な自然から環境を考える。市民と大学・研究機関の共同研究
【日　時】  2012年１月～３月、全５講座開設（一部終了）
　２月１６日（水） １０：００～１３：００
　　「住育ことはじめ」
　２月１９日（日） １３：００～１６：００
　　「アーバンパーマカルチャー」
　２月２６日（日） １４：００～１７：００
　　「きれいな水ってどんな水？」
　３月  ７日（水） １５：００～１７：００
　　「気候と住居・かたちを読み解く」
【会　場】 雨デモ風デモハウス
　 （ＪＲ武蔵小金井駅南口徒歩１０分滄浪泉園緑地西ワキ）・その他

武蔵野
＊Musashino

小金井
＊Koganei

お得情報をご紹介します！

ほうじん むさしの
MUSASHINO HOUJINKAI

2012年2月5日 No.39913

原作：Ｗ・シェイクスピア　（構成・演出：加藤  直）
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お問い
合わせ先

無料です。好評です。お気軽にどうぞ！

〒180-0006  武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル3F 
TEL.0422-51-1441  FAX.0422-55-5544

会場 武蔵野法人会館
午後１時～午後４時

事前に事務局までご連絡ください。

武蔵野法人会に設けられた相談室。

経営者の悩みに
個人面談で応えます

税務・法律・経営

相談室
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

税金 についてのご相談 税理士　担当　事務局へご連絡ください。

法律 についてのご相談 毎月第2（火）　小林顧問弁護士　担当

経営 についてのご相談 毎月第4（木）　中小企業診断士　担当

予約制
公益社団法人  武蔵野法人会事務局

C o n s u l t i n g

会員企業のＰＲ

●本　文　　140字以内厳守
●企業名・住所（本社のみ）・電話・FAXを明記

●掲　載　　申し込み順
●サイズ　　6.5×8センチ
●申込先　　（公社）武蔵野法人会事務局
　　　　　　広報委員会　企業ＰＲ係

《マーク・ロゴタイプ等使用の場合は清刷を持参ください。》

原稿内容によっては掲載をお断りする場合や、一部を修正
して掲載する場合がありますので、予めご了承ください。

無料です！

応募要項

会 員 企 業 の Ｐ Ｒ会 員 企 業 の Ｐ Ｒ

●有限会社　小山設計事務所

掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）

掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）

　戸建住宅、集合住宅、店舗、その他一般建築の
新築及びリフォ－ムのデザイン、設計 / 監理を業
務としています。
　無料相談も行っておりますので、お気軽にご相
談下さい。
　作品事例はホームペ－ジにて確認できます。
　　http://www.koyamasekkei.jp/

　【小山設計事務所】でもアクセス可能です。

ご活用くださ
い！

〒181－0001  三鷹市井の頭5－14－17
                          ＴＥＬ：０４２２－４６－７９５１

●有限会社　エイム
      エイムＰＣカレッジ

　個別指導のパソコン教室です。まったく初めて
の方から、ビジネススキルを磨きたい方まで、ご
希望に応じたレッスンを提供いたします。お仕事
先、ご自宅への出張講習も行っております。まず
は、お気軽にお問合せください。
　Web：http/www.aimpc.net
　Mail：lesson@aimpc.net

〒181－0012  三鷹市上連雀２－６－９
                          ＴＥＬ：０４２２－６７－１４５０
                          ＦＡＸ：０４２２－６７－１４５２

●チーム石塚　新生ふるきゃら

　エンターテイメントした舞台・生演奏・不思議
な世界・親子で語り合える作品、ミュージカル
『瓶ヶ森の河童』をお誘いします。
3月 22 日（木）PM 6：30 開演
小金井市民交流センター
大人 3,500 円　中高生 2,000 円
http//www.furucara.com
【問い合わせ】北村　TEL：090－2622－6654

〒184－0004　小金井市本町６－５－３
　　　　　　　　　　　  シャトー小金井　
                            ＴＥＬ：０４２－３８６－８３５５
                            ＦＡＸ：０４２－３８５－１１８０
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税制正副委員長会議
税制委員会
総務委員会（予算検討会）

吉祥寺南支部　研修会
三鷹市立第一中学校　キャリア教育

常任理事会・理事会
青年部会　役員会

吉祥寺南支部　正副支部長会
武蔵野地区４支部合同正副支部長会

（建国記念の日）

三鷹市立第七中学校　キャリア教育
新設法人説明会
吉祥寺北第二支部　役員会
税制研修会
ｅ－Ｔａｘ講習会
ｅ－Ｔａｘ講習会
吉祥寺北第一支部　役員会

決算法人説明会
広報委員会　正副委員長会議
広報委員会
三鷹市政懇談会
厚生委員会　研修会
吉祥寺北第一支部　研修会
不動産賃貸経営部会　役員会
不動産賃貸経営部会　研修会
小金井市政懇談会

新入会員歓迎会
吉祥寺北第二支部　研修会
吉祥寺南支部　役員会
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税金クイズ大会

青年部会　役員会
広報紙400号記念座談会
事業研修委員会　研修会
女性部会　役員会・研修会

総務委員会
吉祥寺北第二支部　役員会

決算法人説明会

決算法人説明会
（春分の日）

新設法人説明会
常任理事会

広報委員会　正副委員長会議
広報委員会

VENT 行事予定E S CHEDULE

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I http://www.musashinohojinkai.or.jp/

会 員 企 業 の Ｐ Ｒ 掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）
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活 動 報 告  詳 細 



公益社団法人 武蔵野法人会「めざします 企業の繁栄と社会への貢献」武蔵野市 三鷹市 小金井市 武蔵野法人会は、よき経営者をめざすものの団体として、

会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および社会の健全な発展に貢献します。

MUSASINO HOUJINKAI 武蔵野市 三鷹市 小金井市

各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■吉祥寺北第二支部 研修会 2011年12月20日（火）

フェイスブックのフェイスブックのフェイスブックのフェイスブックの実実実実際際際際をををを学学学学ぶぶぶぶ

世界の人とつながるネットワークとし

て、８億人以上の利用者がいるといわ

れるフェイスブック。

12月20日（火）の研修会では鈴政文山

氏を講師に迎え、実際のページを見な

がら、作成方法などを解説いただきまし

た。

30人の参加者による活発な質疑応答も

あり、終了後は忘年会で交流を深めま

した。

（広報委員 小渕隆雄）

フェイスブックでフェイスブックでフェイスブックでフェイスブックで世界世界世界世界とつながるとつながるとつながるとつながる

今、世界規模で人と人が繋がる場所がインターネット上で、しかも無料で提供されていると

したら、あなたは信じられますか？それが、『フェイスブック（以下ＦＢ）』と呼ばれるオンライ

ンサービスです。

今回は、我が北二の広報委員でもある（有）メイビジョン代表の鈴政文山氏に、ＦＢの紹介・

利用メリット・実際にＦＢのアカウントの作成方法まで、鈴政氏の実際のＦＢのページをプロ

ジェクターで見ながら、講演して頂く事となった。

鈴政氏は、日米欧を代表する金融機関で２７年間に渡って投資畑を歩かれ、独立後は商

売繁盛講座、売上げＵＰの講演等の経営営業コンサルタント業や、子連れファミリーに人

気のサイト『それ行け！子連れ海外旅行』を運営、携帯電話での広告サービス会社の代

表、と非凡な才能の持ち主！

実は、講演に使用する予定であったパワーポイントの資料を私が手配し忘れてしまった

が、急遽、講演内容を即興でアレンジして下さり、「怪我の功名」とでもいうのか、鈴政氏の

ＦＢのページを披露して頂き、より身近に分かり易く理解する事ができた。

では、講演内容のほんの一部ではあるが、ご紹介させて頂くこととしよう。

利用者利用者利用者利用者はははは８億人超８億人超８億人超８億人超えるえるえるえる

一昨年には世界の５億人以上が利用していると言われていたＦＢ。昨年には８億人以上も

の利用者がいると言われる位、急速に普及したネットワークだが、そもそもは２００４年に米

国の大学生向けに公開されたサービスである。友人などと登録し合って、気になる情報な

どを交換し合う場所として使われていたが、一般ユーザーも利用できるようになって現状に

至っている。

日本ではミィクシーの方が普及しているようだが、ＦＢは実名での登録が原則なので、思っ

てもいない効果が得られる。

例えば、学生時代に語学留学した米国のホストファミリーのアドレスを無くして、もう連絡を

することも不可能かと思っていたが、ＦＢに登録したところ、先方の家族の子供から『友

達？』と連絡が入って、以来交際が再スタートできた、といった具合である。

友達友達友達友達のののの友達友達友達友達はははは皆、友達皆、友達皆、友達皆、友達だだだだ

登録資料には、現住所や出身地、出身校、趣味や愛読書、好きな音楽等、多方面の自分

の情報を加えれば、同士が集まり易くなり、実に利用価値の高いサイトである。旅行に行っ



た写真やグルメ情報の写真等を際限なくアップできたり、自分を見つけ易くする（個人情報

を公開する）ことで人との繋がる機会を創りだすことができる、という。

勿論、個人情報を開示すると言うことは、危険もつき物かもしれないが、原則、本名の登録

ということで先方も悪いことがし難くなる、という。怖いと思ったら、確実な友達とだけに限定

しての公開も可能。

また、改まって文章を書かなくても『いいね』とクリックするだけでも、返事としてＯＫ、といっ

たように、友達の友達は皆、友達だ！といった乗りのネットワークサービスである。

実際に、会場で会員さんのアカウントを作成してみる実技もあり、検索をする例として、小

渕のＦＢにコンタクトしてみせ、そこからまた別の繋がりができることを、その場でお見せで

きた。

会会会会員員員員をををを講師講師講師講師にににに活用活用活用活用しししし、中身、中身、中身、中身のののの濃濃濃濃いいいい研研研研修修修修会会会会をををを目指目指目指目指そうそうそうそう

とても解りやすかった点として、講演途中でも聴衆から自然に質問が出て、その質問にそ

の場で答えてくれたことが挙げられる。皆さんの興味度・好奇心をくすぐる内容に対しての

理解度は、かなり増したのではないだろうか。参加人数は年末という忙しい時期もあってか

３０人弱だったが、なかなか中身の濃い研修会になった。

北二では、これからも、会員同士の繋がりを深める為にも、今後とも会員からの講師を募っ

て、中身のある研修会を催していきたいと思う。

研修会後は、北二支部会員で研修会にも積極的に参加して下さるビジャヤさんのお店『レ

ストラン ヒマラヤ』にて忘年会を行った。季節柄、各自持ち寄りのプレゼントの交換会も盛

り上がり、２０１１年の行事を締めくくることができた。感謝！

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.



公益社団法人 武蔵野法人会「めざします 企業の繁栄と社会への貢献」武蔵野市 三鷹市 小金井市 武蔵野法人会は、よき経営者をめざすものの団体として、

会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および社会の健全な発展に貢献します。

MUSASINO HOUJINKAI 武蔵野市 三鷹市 小金井市

各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■武蔵野西支部 忘年研修会 2011年12月2日(金)

「「「「しあわせしあわせしあわせしあわせ」」」」とはとはとはとは「空「空「空「空のこころのこころのこころのこころ」」」」なりなりなりなり

12月2日(金) 武蔵野スイングホールに

て、大谷徹奘氏をお招きし「しあわせの

条件」と題して法話を伺いました。

西支部会員はもちろん他支部や一般の

方々の参加もあり、会場は超満員でし

た。

大谷氏は笑顔でクイズも交え、聴衆参

加型の講演に会場は一体感に包まれ

ました。

（広報委員 宍戸美恵子）

このたびの講師には、故高田好胤薬師寺住職に師事され現薬師寺執事でもある大谷徹奘

氏をお招きし「しあわせの条件」と題して法話を伺いました。以下に講演の要約をご紹介し

ます。

生生生生まれたまれたまれたまれた世世世世をををを懸命懸命懸命懸命にににに生生生生きるきるきるきる

仏教では心を勉強するガイドブックを経(けい)と言います。

経の中にはこの世を生きる力になる言葉が沢山あります。

人はこの世に生まれ、やがて死を迎えるまでのその間を一生懸命に生きる。

命は道端に落ちていたのではない。両親、祖父母や多くの先祖という存在の上に私たちは

生まれ、生きている。そして、私達はそのリレーの只中にいるのです。

人人人人はなぜはなぜはなぜはなぜ幸幸幸幸せになれないのかせになれないのかせになれないのかせになれないのか

人間は死ぬまで迷いと悩みの同居の中、どうしたら幸せになれるかと日々生きています。

幸せになりたいと思いつつ、なかなかそう思えないのは、受け止める心がしっかりしていな

いからです。

親子の関係でも、一見何不自由ない生活に見えても、両親に愛されていると感じられない

子供は、幸せとは思えません。

「身心安楽」という幸せを定義する言葉があります。身は目に見えるもの、表面の観察であ

り、心は目に見えないもの。

これも同じく、目に見えるものだけを追いかけても、心の勉強をしていなければ「幸せ！」と

は言い切れないという教えです。

「「「「しあわせしあわせしあわせしあわせ」」」」をををを感感感感じるのはこころじるのはこころじるのはこころじるのはこころ次第次第次第次第

物や数字(金)には終わりがなく、もっともっとと欲が出て永遠に満足を得ることが出来ませ

ん。「しあわせ」を感じられるかどうかはすべて心次第です。

笑顔を忘れないこと、人生に明確な目標を持ってしっかり歩んでいるかは大切な事です。

仏教には「幸福」という言葉はなく「安心」すなわち心が楽な姿が幸せの意味です。では、

安らかな心を邪魔するものは何か。人間の不安の種には大きく人間関係があります。物も

金も必ず人間が介在しているので、あらゆる事物に人間関係があるとも言えます。

人間人間人間人間関関関関係係係係をををを良良良良くするくするくするくする方法方法方法方法

人間にはそれぞれに価値観という物差しがあるが、それは人生によって目盛の幅が違い

ます。

「価値観の相違」とはよく言われますが、相手にも心があり、立場があるということを忘れ、



自分の道を自分勝手に歩いているから「苦」が生まれるのです。

価値観の物差しはすばらしいが全員に使えるものではないので、相手を受け止める広い

心を持ち、自分の価値観を振り回さないことが大切です。

しかし、人間は我が強いものです。「偏らない心、拘らない心、囚われない心、ひろくひろく

もっとひろく、これが般若心経、空のこころなり」と教えています。

同じ食事をするにも、「嫌なヤツ」と豪華な料理を食べるより、大好きな人とおにぎりを分け

合ったほうが美味しい筈です。目の前にいる人と美味しい御飯を食べましょう。

人間関係とは出会いであり縁です。縁は生きものです。心を入れて育てていくと絆になりま

す。

世の中はすべて「よっぽどの縁」。「よっぽどの御縁」があったからこそ、家族や友達になれ

たのです。今日ここで出会った御縁を大切にして下さい。合掌

「絆」とは、昨年を締めくくる言葉でした。

大谷氏の法話は、「しあわせとは何か」を問われている現代の私達の心に染み入りまし

た。

著書：『愛情説法走る』『あなたの笑顔が大好きです』『みんな迷いがあるんです』等、多

数。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.



公益社団法人 武蔵野法人会「めざします 企業の繁栄と社会への貢献」武蔵野市 三鷹市 小金井市 武蔵野法人会は、よき経営者をめざすものの団体として、

会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および社会の健全な発展に貢献します。

MUSASINO HOUJINKAI 武蔵野市 三鷹市 小金井市

各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■三鷹２支部合同 チャリティ－映画上映会 2012年1月20日（金）

全全全全てのてのてのての生命生命生命生命がががが潔潔潔潔くくくく健健健健やかにやかにやかにやかに生生生生きききき続続続続けるためにけるためにけるためにけるために

1月20日（金）17時30分より、三鷹市芸

術文化センタ－星のホ－ルにて、「地球

交響曲（第七番）」上映会を開催。初雪

にも関わらず、多くの方にお集まりいた

だきました。

映画は「全ての生命が潔く健やかに生

き続けるために」をテーマに掲げられた

非常に感慨深いものでした。

尚、併せて行われました法人会「ワン

コイン募金運動」（東日本大震災 被災

者支援）では、42.500円のご協力をいた

だきました。

（広報委員長 小山雅巳）

上映会当日、東京はこの冬始まって以来の寒波と初雪に見舞われたにも関わらず、多くの

方（事前申し込み116名）にお集まりいただきました。

上映会に先立ち、司会進行の大澤社会貢献副委員長より、清原三鷹市長からのメッセ－

ジが読み上げられ、吉田三鷹東支部長による開会の挨拶の後、いよいよ上映会のスタ－

ト。

「人は石から火を起こすことを覚えて人になった」のくだりから始まった映画は日本人の環

境教育活動家、米国人のツ－ルド・フランス覇者、同じく米国人の統合医療医学博士の3

人の生き様や活動を通し、自然の大切さ、すばらしさ、そして日本神道の美と自然観につ

いて、見ている私たちに改めて問いかけ、人（人類）としてこれからどのようにいき続ければ

良いのかを考えさせられる内容でした。

この映画は昨年度の社会貢献事業の一環として、3月11日（金）に上映会が行われる予定

でしたが、東日本大震災の影響で中止となった経緯があります。 そんな意味でも感慨深

い上映会となりました。

最後に藤橋三鷹西副支部長（社会貢献委員長）の閉会挨拶により、上映会は無事に終了

いたしました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る

Copyright (C) 武蔵野法人会.All rights reserved.




